(財)イオン環境財団 2003年度助成先公募

応　募　要　項　助成総額は1億円
募集趣旨

地球市民の一員として地球環境の保全・地域環境の保全のために積極的、継続的に活動を行なっている団体・個人に助成するものです。
１．助成対象
①基本テーマ　　「自然の生態系を守るために」

具体的には、開発途上国および日本国内での活動を対象とし、フィールドワークを伴う次の環境保全活動とします。

Ａ　植樹・緑化・砂漠化防止
Ｂ　野生動物・植物の保護

Ｃ　自然環境の浄化
Ｄ　その他自然の生態系を守る為の実践活動
②助成対象期間
　　２００３年１１月１日以降に開始し、翌年１０月３１日までに終了する事業であること。

２．応募期間　2003年6月1日(日)～7月31日(木)

３．申請資格

　①環境保全活動を継続的に行う団体または個人であること。

②環境問題に造詣の深い日本の学識者、広い視野で環境問題を考えておられる地域の学識･有識者、あるいは関連分野の専門家の個人･団体の推薦を得ること。

③申請する団体または個人が海外在住の場合は日本に窓口担当者が在住の団体または個人であること。
４．助成対象者の義務
　　①覚書の締結　助成対象者は当財団と助成に関する覚書を締結していただきます。
②事業報告書の提出

ⅰ助成事業終了時に活動結果および会計報告書を提出していただきます。

ⅱ当財団から寄附を受けた旨を、当該活動時および報告書に明示していただきます。

ⅲ会計報告には当該全領収書原本を添付していただきます。

※報告書が日本語以外の場合は、和訳の報告書を添付していただきます。

※提出いただいた報告書を返却しません。

③当該活動の経過・結果については、当財団の報告書などで公開することがあります。

５．助成金の使途
　　国内外の環境保全等、上記助成対象に貢献するものとする。

(ただし、飲酒等の飲食費は除きます)
６．助成先の決定方法
　　当財団の選考委員会にて書面審査し、理事会にて決定します。
　　※なお、助成額については申請額･活動内容などを基に決定させていただき、申請金額の一部分への助成となる場合もあります。

７．選考結果の発表
　　ⅰ申請者全員に対して2003年11月下旬に文書にてご連絡します。

　　ⅱ2003年12月中には、当財団のホームページで発表します。
　　※なお、選考に関わるお問い合わせには、事前･事後に拘わらず応じられません。
８．助成金の支払方法

　　2004年1月以降、日本円で日本国内の銀行口座に振込みます。

９．応募要項請求および申請手続
1 応募要項と申請書の入手方法

ⅰ2003年6月1日より当財団ホームページより申請書類を入手できます。

ⅱ郵便での資料送付をご希望の場合は、資料返送用Ａ４サイズ封筒に郵便番号･住所・氏名を明記の上、140円切手を同封して下記までお申込みください。
②申請手続

所定用紙に必要事項を日本語でご記入の上、下記住所までご送付ください。

※送付方法は郵送･宅配便に限ります。(※2003年7月31日必着)

※インターネット又はＦＡＸによる申請は受付けられません。

　　　 ※申請書は黒ボールペン又は万年筆にて記入してください。（鉛筆は不可）

　　　 ※申請者および推薦者の署名は自筆にてお願いします。

　　③ご提出いただいた申請書、添付資料は返却いたしませんのでご了承下さい。
　　　　　　　　　　

連絡先:
(財)イオン環境財団　助成先選考委員会事務局

〒261-8515千葉市美浜区中瀬１丁目５番地１ 

TEL：043-212-6022　FAX:043-212-6815

e-mail：ef@aeon.info

ホームページ：http://www.aeon.info/ef
	申請書No          
	申請テーマ
	A,B,D
	Ｎｏ．
	



－※要項1よりA~Dを記入してください。 ※財団処理欄
2003年度助成先公募申請書

財団法人 イオン環境財団

理事長 岡田 卓也殿
2003年 7 月30 日

	申請者

氏名
	ふ り が な     おおきえつこ                           　　　　大木悦子                                                                    　　印
	生年月日

１９４９年４月１０日
	年齢
５４歳

	所属機関名
	　　　　

　　　　　あいかわ自然ネットワーク
	役　職
	　　

　　事務局

	所属機関

英語名
	(正式な英語の名称のある団体の方はご記入ください。)

	住所
	所属

機関
	〒２４３－０３０３

神奈川県愛甲郡愛川町中津６２０５                                      
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL０４６－２８４－２１２１   FAX　TELと同じ

	
	自宅
	〒                                        

  同上                                       

TEL                              FAX

	
	郵便物送付先は、◯1.  所属機関  2.  自宅  3.  連絡責任者  を希望  ※○を付けてください。

	連絡責任者
	氏名　大木悦子　　所属機関　あいかわ自然ネットワーク            役職　事務局                       

	
	〒　　　　同上           

E-mail                                   TEL                               FAX


下記のとおり貴財団の助成を申請します。

記

	活動テーマ
	神奈川県愛川町・八菅山・尾山耕地周辺における生物多様性・生態系の保全

	助成申請期間  2003年11月～2004年10月 
	活 動 期 間 ０３ 年 １１月～ ０６年１０月 ３年間

	申請金額
	
	
	
	６
	０
	０
	千円
	活動テーマにかかる全経費
	
	
	
	３
	０


	０
	０
	千円


申請金額内訳(書ききれない場合は別紙を添付してください)
	主な費目
	　　　金　額　　　　千円
	明　細

	活動用資材購入費
	
	
	２
	０
	０
	プロミナ（望遠鏡）、GPS 、里山作業用具他

	調査研究費
	
	
	１
	０
	０
	書籍購入費　報告書作成費　調査用具、他

	調査・植樹活動費
	
	
	
	８
	０
	専門研究・補助者経費　他

	植樹苗木等購入費
	
	
	１
	０
	０
	苗木　約２０本他

	会議費
	
	
	
	１
	０
	公民館等会場費

	通信運搬費
	
	
	
	３
	０
	郵送、電話等、連絡通信費　　交通運搬費等　

	消耗品費
	
	
	
	８
	０
	記録用品（紙、印刷インク、電池、テープ他）、コピー代他

	他の財団等への

資金申請状況
	(助成、内定、申請中、申請予定などを記入してください)

ありません


活動テーマの詳細

１、活動趣旨(この活動の目的、経緯、意義などを含めて記入してください)
	主たる活動地域
	国名
	日本
	地域名
	神奈川県愛甲郡愛川町・八菅山、尾山耕地

	 神奈川県愛川町・尾山耕地は国・県の絶滅危惧種他の貴重種が多数生息しており、私たちはその生態を

	解明し保全対策に役立てることを目的に、１年間調査活動を行い、現在２年目の活動に取り組んでいる。

	　０３年３月に愛川町は町農村環境整備計画で尾山耕地も含んだ、中津川ぞいの水田地帯をいきものの

	生息環境を保全する‟のどかな田んぼゾーン”として、将来像を描く一方、この水田地帯を縦断する町道

	建設を計画しており、中津川沿いの緑地や水田地帯の生物多様性・生態系が少なからず失われる恐れがある。

	　田園（水田、休耕田）の将来を考えた場合、まず、鳥類の多様性を高め、食物連鎖の上位に位置する種の

	保全、増加を目標に活動を行う。田園環境には、大型の捕食性（肉食性）の鳥も少なからず生息してお

	り、サシバなどの猛禽類やサギ類が対象になる。このような肉食性の鳥類は、様々な餌生物を必要とし、

	従って、捕食者を守ることは、その餌となる生物やそこの地域の環境を守ることを意味する。そのために、

	まず、全体像を調査で把握する。その調査結果を出した後、具体的な「農薬の量、使用方法等の農法やコン

	クリート水路から土水路への変換等」を科学的に示し、生態系の調査を先に進めることが必要になる。そう

	いった科学的調査研究と考察を経て、生態系の回復や休耕田を湿地環境に戻すことが可能になる。

	また、当会は、この地域の里山環境保全活動を行う実行委員会の一員として、植樹なども計画している。


２、助成期間中の活動スケジュール（いつ、だれが、どこで、なにを、どのように活動するのか）
	年　　月
	活動内容の詳細

	０３
	１１
	当会が、他団体と協働して尾山観察会、八菅山の落ち葉かき・どんぐり拾いを行う。

	０３
	１２
	当会が、八菅山と尾山耕地において、越冬状況等の野生動植物の観察、調査を行う。

	０４
	２
	当会も、のどかな八菅の里山づくり実行委員会の一員として、八菅山で植樹を行う。

	０４
	３・４
	当会が、尾山耕地・八菅山の春季・里地里山生物生息環境調査を行う。

また、公民館祭り等で写真展示を行い、同時に参加の呼びかけや活動紹介も行う。

	０４
	５・６
	当会が、尾山耕地・八菅山の生き物繁殖状況・環境調査（産卵、子育て期の生物について）

	０４
	７・８
	当会が、夏季における尾山耕地・八菅山の生き物生息状況・環境調査を行う。

他団体との協働で、夏休み里山体験企画を行う。身近な里地里山環境を一緒に楽しむ冊子づくりをはじめる。

	０４
	９・１０
	当会が、秋季における尾山耕地・八菅山の生き物生息状況・環境調査を行う。

	０４
	１０～
	当会が、報告書を作成する。


３、助成期間後の活動予定

	当会は、この地域（八菅山・尾山耕地周辺）の里地里山環境保全活動を継続する。調査結果を踏まえ

	て、具体的な保全対策をたて、地権者、行政、関心のある他団体・ボランティアの方々などとも協働

	して取り組む。今年度、町が募集した町民アイデアまちづくり事業に当会も「のどかな八菅の里山づ

	くり実行委員会」の一員として応募し、アイデアとして採用された。事業は町がH１６年度に取り組

	む予定。当会も一員である実行委員会は、地域のNPO団体として継続して活動を行う予定である。


所属機関･申請者の経歴および実績
※所属機関名･代表者氏名･役職が申請者と同一の場合は同上とご記入ください

	所属機関名
	　　　あいかわ自然ネットワーク

	代表者氏名
	　　　　　　大木悦子

                              印
	役　職
	　　　事務局

	役員
	6名
	構成人数(会員等)
	20名
	年間総事業予算
	
	
	
	
	5


	4
	9


	5
	1
	

	成立年月日
	1999年5月10日設立
	予算通貨単位
	千円・US$・その他（ 円  ）

	所属機関の経歴および実績

	９９年５月　愛川町環境基本計画策定時にワークショップに参加した町民を中心に発足

	　　　９月　自然観察会（講師・県博：学芸員高桑氏）尾山耕地の多様な里山環境で、多くの生き物達に出会う。

	９９年１０月　町長に“八菅山・尾山耕地に残された貴重な自然環境の保護・保全と、そこに生息する貴重種の　　　　

	     保護についての要望書”又、環境アセスメントや保全対策などの再要望書を提出。町から、回答をうける。

	２０００年　尾山耕地の観察会を講師を招いて行う。　以後、毎月、有志で観察を行う。

	　　　　　　環境アセスメントの学習会開催。エコミュージアム学習会の共催。

	２００１年　尾山耕地の観察会、イトアメンボ調査補助活動を中心に、フィールドワークを行う。

	２００２年　イトアメンボ調査補助活動、（財）イオン環境財団の助成事業：尾山耕地貴重種調査

	２００３年　（財）イオン環境財団の助成事業：尾山耕地貴重種調査と一年目の調査報告書作成　　　　　　

	その他の活動　

	●　インターネットによる情報提供

	●　活動発表　２０００年２月～２００３年３月

	　第６回市民環境学会（主催：神奈川県環境科学センター・リーダー連絡会）

	　県央地区環境運動シンポジウム（主催：厚木青年会議所）

	　かながわ里山フォーラム（主催：NPO法人よこはま里山研究所　神奈川県自然保護協会　県緑政課　他）　　

	●　小・中学校の総合学習について依頼される　（講話、自然観察など）２０００年１２月～　２００３年　

	　　愛川町立：中津小学校・高峰小学校・愛川中学校　　　厚木市立：愛甲小学校・三田小学校　　　　　　

	●　展示活動（身近な自然の生き物たちの写真を中心にした展示）２０００年４月～２００３年５月

	　愛川町：中津公民館・文化会館・半原公民館にて開催、又、毎年２～３月の中津公民館まつりにおいて展示

	●　新聞・テレビ報道　１９９９年９月～２００３年７月　朝日・毎日・神奈川等新聞各社に記事掲載

　　　　　　　　　　２００１年　夏・NHK「首都圏いきいきワイド」にて、尾山耕地現地での活動取材

	申請者の経歴および実績

	９２　けんぽく生協（現・神奈川ゆめコープ）環境担当理事（非常勤）

	９８　神奈川県環境科学センター環境学習リーダー養成講座受講　終了　

	９８　愛川町環境基本計画　策定時ワークショップ参加

	９９～２０００　愛川町環境審議会委員

	９９　あいかわ自然ネットワーク設立時より事務局担当

	２０００～０１神奈川県相模川総合整備事務所県民懇談会メンバー：市民ネットワーキング相模川メンバーとして参加

	０１　愛川町第４次総合計画後期計画町民ワークショップ参加


2003年 ７月３０日

財団法人 イオン環境財団

理事長 岡田卓也殿
                               推薦者氏名                                印
所  属                                      

役  職                                      

〒                                    

住  所                                      

TEL                                            

推　薦　状

被推薦者名  　　あいかわ自然ネットワーク　事務局　大木悦子             
	
	[推薦理由]　あいかわ自然ネットワークは、身近な里山環境を保全し、次の世代に引
	

	
	き継ぐことを目的に、調査研究活動などのフィールドワークをはじめとして、生き物　
	

	
	たちの写真展示・総合学習の講話や自然観察案内などの活動を活発に展開している。
	

	
	特に、国あるいは県内からの絶滅が危惧されている、イトアメンボをはじめ数多くの
	

	
	昆虫類が生息する水田地帯の尾山耕地において、貴財団助成事業として継続した調査
	

	
	研究活動に取り組んできた。その活動が新聞報道に取り上げられるなど、里地里山環
	

	
	境における生物多様性・生態系保全の重要性について、社会的周知にも努めているこ
	

	
	とを評価する。
	

	
	　現在、この尾山耕地を縦断する町道計画が進行し、水田地帯に続く工区が、今年度
	

	
	着工予定である。八菅山側水路に沿う農道整備も昨年度に引き続き行われる。今後の
	

	
	水田環境改変による生物多様性・生態系への影響を最小限にとどめ、その保全策を進
	

	
	めるにあたり、継続した調査研究活動は特に重要である。以上の理由に加え、あいか
	

	
	わ自然ネットワークが主要会員の実行委員会の発足による、多くの市民参加で行う八
	

	
	菅山尾山耕地の里山環境保全を目的とした実践活動に期待し、推薦するものである。
	


	[推薦者の略歴]




－3－

